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　松尾集落の東、菅原神社の裏手に「松尾館跡」があります。

「館
たて

跡
あと

」とは、主に鎌倉時代から戦国時代に作られた敵の侵入を

防ぐことを目的に堀や土を盛り上げて築いた土塁などを備えた防

御のための施設で、平地にある場合はその土地を治めていた人が

住む屋敷になっていた場合があります。松尾館跡の大きさは東西

約 52 ｍ、南北約 50 ｍで、北側は松尾川に面した急崖になって

います。この館跡には幅約２ｍの浅い空堀や、高さ約１ｍ、幅約

２ｍの土塁が残されているほか、南側と西側には出入口である虎
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当
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時

折
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る
中
で
の
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で
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が
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気
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松尾館跡と宇多河氏

口が設けられ、空堀を渡るための土橋などの遺構も確認で

きます。

　また、松尾館跡は宇多河（川）氏が住んでいたので、「宇

多河館跡」とも呼ばれています。宇多河氏はもともと山城

国葛
かど

野
の

郡宇多野（現在の京都市）を本拠としていた豪族で、

松尾神社を崇敬していました。故あって関東に下って鎌倉

幕府の御家人となり、芦名氏との関係から会津・松尾の地

頭になったものと考えられます。この館跡の近くにある真

福寺は文永５年（1268）、宇多河信濃守道忠によって鎌倉

五山寿福寺の僧慈心とともに中興され、この寺の福島県指定重要文化財「木造地蔵菩薩坐像」は道忠の

発願によって康安２年（1362）に作られたものになります。ただし、真福寺中興と仏像製作には 94

年の開きがあるため、道忠が両方の出来事に関わっていたかは疑問です。

　やがて松尾館には、宇多河氏の子孫である長谷川氏が住むようになります。「奥州会津川沼郡稲川庄

松尾村松尾山真福寺縁起」によると、天正 17 年（1589）、伊達政宗の会津侵攻により真福寺は焼失、

松尾館も落ち、長谷川氏は散り散りになってしまい、翌18年に蒲生氏郷が会津領主になると野に下った、

との記録があります。その後、子孫の久七が天和３年（1683）に野沢組郷頭となり、江戸時代の一時

期を除いて長谷川氏が代々、この職を務めることとなります。

文：生涯学習課
 濱田  千俊


